
2025年9月1日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。

当資料は、アモーヴァ・アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を
与えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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AIとの融合で「現実世界を支える基盤」

としての活用が広がるメタバース

● 上記は過去のものおよび予想、推計であり、将来の運用成果等を約束するものでは

ありません。

活用の幅を広げながら発展を続けるメタバース

メタバースとは、一般にデジタル上の仮想空間や関連

サービスなどを指しますが、本来はデジタルやリアル

を問わず、あらゆるものが相互接続された世界を表し

ます。最近では、メタバースという言葉自体を耳にす

る機会が減ったように感じられますが、一方で、中核

となる3D技術やデジタルツインなどは、AIとの融合に

よって新たな領域へと活用の幅を広げています。

生成AIがメタバースの進化を後押し

従来、メタバースの構築には、3Dモデルや背景などを

専用ソフトで制作する技能と、多くの時間が必要でし

た。しかし、生成AIの登場により、テキストや画像から

3Dコンテンツを生成・編集する技術が進展し、作成工

程の短縮やコストの低減が期待されています。このよ

うに、生成AIは、仮想空間のサービス利用者をサポー

トしたり、キャラクターとの会話を高度化するだけでな

く、仮想空間の制作を支援する技術としても、メタバー

スの発展を支え始めています。

AIとの融合が進むのは、消費者向けの仮想世界だけで

はありません。足元では、デジタルツインなどを活用す

る「産業メタバース」の取り組みが具現化しています。

デジタルツインは、製品や建物、工場など現実世界の

対象をデジタル空間に再現し、そこで得られたデータ

を反映しながら分析やシミュレーションを行なう仕組

みです。現実世界では試しにくい条件を事前に検証で

きるため、開発期間の短縮や、コスト、リスクの低減に

つながる可能性があり、製造、建設、医療、小売など幅

広い分野で活用されています。さらにAIを組み合わせ

ることで、多数の条件を効率的に比較したり、デジタル

ツインから得られるデータを分析して異常予兆の検知

や業務プロセスの最適化などに生かすこともできます。

デジタルツインは、現実の状態を可視化する仕組みか

ら、将来の変化を予測し、意思決定を支援する基盤と

して、役割を広げつつあります。

フィジカルAIを支える基盤となるデジタルツイン

デジタルツインの新たな役割として注目されるのが、

「フィジカルAI」の学習・検証の場としての活用です。

フィジカルAIとは、センサーなどで現実世界を認識し、

状況に応じて判断を行ない、ロボットや自動運転車な

どを自律的に動かすAIです。危険な状況や、まれな異

常を現実世界で繰り返し再現することは、安全性やコ

ストの面で容易ではありません。そこで、重力や摩擦、

衝突などを再現する仮想環境を使えば、多様な条件で

AIの学習と検証を行ない、実機を動かす前に問題点を

確認することができます。そして、仮想空間で得た学

習成果を現実世界へフィードバックする技術は、フィジ

カルAIの実用化を支える重要な要素となっています。

このように、メタバースを支える技術は、デジタル空間

内での交流や体験にとどまらず、現実世界の設計、運

用、意思決定などの支援にも活用されています。その

進展は、AI、半導体、クラウド、センサー、ロボティクス

など、関連する幅広い分野に新たな成長機会をもたら

す可能性もあります。AIとの融合で進化するメタバー

スに、改めて注目してみてはいかがでしょうか。

（億米ドル）
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出所：Statista Market Insights ※2026年4月時点の予想

世界のメタバースの市場規模
（2022年～2030年予想）

分野別の企業向け国内メタバース市場規模の推計
（2025年・2030年推計値）

総務省「技術動向を踏まえた電波利用に係る課題等に関する
経済学的観点を踏まえた調査研究の請負」のデータをもとに
アモーヴァ・アセットマネジメントが作成

（億円）
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